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を実証的に検討した。第 1 節では 14 ヶ月児 22 名に対し、笑顔、アイコンタクト、
オノマトペといった社会的シグナルを付随させた目的指向的行為を児に呈示した。
その結果、それらのシグナルが行為の最終目的以外の側面（行為スタイル）に付随
していると、児は行為のスタイルを模倣した。第 2 節では 14 ヶ月児 22 名に対し、
社会的シグナルに代わり、物理音を行為の最終目的以外の側面に付随させた。その
結果、児は行為スタイルのほうを模倣することはなく、大人の社会的な行動シグナ
ルが 14 ヶ月児の模倣行動に影響を与えることを明らかにした。  
第 4 章では、養育者と乳児の相互作用時の行為の時系列関係について検証した。
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